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識別関数	
 符号	
 クラスω1 クラスω2 クラスω3 クラスω4 クラスω5 
g 12 ＋	
 ○ 
g 13 ＋	
 ○ 
g 14 ＋	
 ○ 
g 15 ＋	
 ○ 
g 23 ‐	
 ○ 
g 24 ＋	
 ○ 
g 25 ‐	
 ○ 
g 34 ‐	
 ○ 
g 35 ‐	
 ○ 
g 45 ‐	
 ○ 
得票数	
 4 1 1 1 3 

g ij (x) > 0 →  x ∈ωi 

g ij (x) < 0 →  x ∈ωj 

多数決による識別法（クラス数=5の場合）	


最高得票数	
 	
 

	
 =クラス数	
 -	
 1	
 

5C2  

=10 



7 

識別関数	
 符号	
 クラスω1 クラスω2 クラスω3 クラスω4 クラスω5 
g 12 ＋	
 ○ 
g 13 ＋	
 ○ 
g 14 ＋	
 ○ 
g 15 - ○　	

g 23 ‐	
 ○ 
g 24 ＋	
 ○ 
g 25 ‐	
 ○ 
g 34 ‐	
 ○ 
g 35 ‐	
 ○ 
g 45 ‐	
 ○ 
得票数	
 3 1 1 1 4 

多数決による識別法（クラス数=5の場合）	

g ij (x) > 0 →  x ∈ωi 

g ij (x) < 0 →  x ∈ωj 
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g ij (x) > 0 →  x ∈ωi 
g ij (x) < 0 →  x ∈ωj 

多数決による識別 演習 解答用紙 （クラス数 = 4 の場合）	


識別関数	
 値	
 符号	
 ω1 ω2 ω3 ω4 

g12 ２８	
 ＋	
 ○ 

g13 ６４	
 ＋	
 ○ 

g14 ‐１４	
 ‐	
 ○ 

g23 ３６	
 ＋	
 〇 

g24 ‐４２	
 ‐	
 ○ 

g34 ‐７８	
 ‐	
 〇 

得票数	
 *** *** ２	
 １	
 ０	
 ３	


入力パターン（２，９）に対して	
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g ij (x) > 0 →  x ∈ωi 
g ij (x) < 0 →  x ∈ωj 

識別関数	
 値	
 符号	
 ω1 ω2 ω3 ω4 

g12 ４８	
 ＋	
 ○ 

g13 ６０	
 ＋	
 ○ 

g14 １０	
 ＋	
 ○ 

g23 １２	
 ＋	
 〇 

g24 ‐３８	
 ‐	
 ○ 

g34 ‐５０	
 ‐	
 〇 

得票数	
 *** *** ３	
 １	
 ０	
 ２	


多数決による識別 演習 解答用紙 （クラス数 = 4 の場合）	


入力パターン（２，１１）に対して	
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x ∈ ωi              g ij（x） > 0　　	


x ∈ ωj              g ij（x） < 0　　	


g ij（x） =  - g ji（x） 　　	


（4.51）	
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線形分離可能	
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図2.10 ボロノイ図 (a) 
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図2.10 区分的線形識別関数 (a) 
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図2.10 ボロノイ図 (b) 
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図2.10 区分的線形識別関数 (b) 
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(b) プロトタイプ数	
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(c) プロトタイプ数	


＝全学習パターン数	
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最	

大	

値	

選	

択	

機	


出力	


クラス	


入力	


‥
 ‥ 

‥
 ‥ 

最	

大	

値	

選	

択	

機	


x 

g1（x）	


gc（x）	


gi（x）	


(l) gi 
(l) gi （x）	


(Li) gi （x）	


(l) gi 
(l) gi （x）	


(Li) gi 

(l) g1 （x）	
max 
l { }

(l) gi （x）	
max 
l { }

(l) gc （x）	
max 
l { }

ωk 
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1. どのような複雑な決定境界も
任意の精度で近似できる 

2. パーセプトロンの学習法が適
用できない 

3. 多層ニューラルネットワークと
極限において等価である	



